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５
月
に
「
平
成
１９
年
度
に
田

原
市
立
堀
切
保
育
園
の
建
て
替

え
に
あ
わ
せ
て
、
給
食
を
セ
ン

タ
ー
化
す
る
」
と
の
説
明
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
見
た
設
計
図
に
は
、
立

派
な
調
理
施
設
が
あ
っ
た
の

に
、「
０
歳
児
の
調
理
は
で
き

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

自
校
・
自
園
方
式
の
給
食
で

は
、
味
付
け
な
ど
工
夫
し
、
子

ど
も
達
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。堀

切
保
育
園
は
、「
食
育
」

で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
取
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
話
を
聞
い
た
保

護
者
や
調
理
員

か
ら
、
す
ぐ
反

対
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。「
住

民
の
声
を
集
め

て
、
自
校
・
自

園
方
式
の
給
食

を
守
ろ
う
」
と

市
民
有
志
の
会

で
署
名
が
始
ま
り
ま
し
た
。

田
原
市
職
労
と
し
て
も
、
署

名
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
を
決

め
、
多
い
人
で
一
人
百
筆
を
超

え
る
署
名
を
集
め
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
方
に
話
を
す
る
と

「
食
生
活
は
大
切
」
と
積
極
的

に
署
名
に
応
え
、
１
５
０
０
筆

を
超
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
運

動
の
中
、
旧
渥
美
町
地
域
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
８５
％

の
保
護
者
が
自
校
方
式
を
求
め

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
市

に
提
出
し
て
い
ま
す
。

企業規模１００人以下の
調査結果を反映するな

自
校
・
自
園
方
式
の
給
食
守
っ
て
�

中部人事院
事務局へ

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
は
、

８
月
の
勧
告
に
向
け
て
、
愛
労

連
や
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
国
公
、
愛

知
公
務
共
闘
の
仲
間
と
と
も

に
、
早
朝
宣
伝
や
昼
休
み
決
起

集
会
、
中
部
人
事
院
包
囲
デ
モ

な
ど
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
７
月
１９
日
、
中
部
人

事
院
事
務
局
に
対
し
て
、「
企

業
規
模
１
０
０
人
以
下
の
調
査

結
果
を
反
映
す
る
な
」「
公
務

員
賃
金
を
改
善
せ
よ
」
な
ど
の

要
求
を
交
渉
で
追
求
し
ま
し

た
。
中
部
人
事
院
は
「
比
較
企

業
規
模
の
見
直
し
で
は
、
そ
の

デ
ー
タ
ー
を
使
う
か
ど
う
か

は
、
人
事
院
の『
研
究
会
』、『
懇

話
会
』
な
ど
の
検
討
を
踏
ま
え

つ
つ
、
組
合
か
ら
も
意
見
を
聞

い
て
、
今
月
中
に
結
論
を
出
す

と
聞
い
て
い
る
」
と
し
た
上
で

「
皆
さ
ん
の
要
求
に
つ
い
て

は
、
本
院
に
正
確
に
伝
え
る
」

と
応
え
ま
し
た
。

一
方
で
、
政
府
は
、「
骨
太

方
針
２
０
０
６
」
を
閣
議
決
定

し
、
比
較
企
業
規
模
５０
人
以
上

へ
の
引
き
下
げ
な
ど
を
含
め
総

人
件
費
削
減
の
圧
力
を
強
め
て

い
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん

職
場
・
地
域
か
ら
公
務
員
賃

金
な
ど
を
め
ぐ
る
情
勢
や
課
題

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
７
・

２５
の
公
務
労
組
連
絡
会
の
第
２

次
中
央
行
動
の
成
功
を
軸
に
、

勧
告
直
前
ま
で
「
官
民
比
較
方

法
の
見
直
し
反
対
署
名
」
の
徹

底
な
ど
の
諸
行
動
の
取
り
組
み

強
化
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

７月１８日昼休み決起集会、中部人事院包囲デモで要請

７
月
８
日
と
９
日
の
両
日
、

稲
沢
市
の
消
防
職
員
が
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

２
日
間
で
約
４０
人
で
す
。

勉
強
会
は
講
師
に
菅
沼
宏
之

氏
（
豊
橋
消
防
、
全
国
Ｆ
Ｆ
Ｎ

会
長
）
を
招
き
、「
Ｊ
Ｒ
福
知

山
線
の
列
車
事
故
」「
安
全
・

安
心
へ
の
消
防
」
の
話
に
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
し
た
。

稲
沢
市
消
防
職
員
は
平
成
５

年
度
か
ら
夜
間
勤
務
の
超
勤
時

間
が
一
部
不
払
い
と
な
っ
て
い

る
こ
と
。
夜
間
勤
務
の
特
殊
勤

務
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な

い
。な
ど
の
是
正
に
つ
い
て「
消

防
職
員
委
員
会
」
に
意
見
書
を

あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
全
く
解

決
す
る
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ん
と
か
し
よ
う
と
自
治
労
連

愛
知
県
本
部
に
相
談
を
し
た
の

を
キ
ッ
カ
ケ
に
「
未
払
い
賃
金

の
支
給
」
を
求
め
て
提
訴
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
消
防
職

員
約
１
６
０
人
の
う
ち
４３
人
が

原
告
で
賛
同
者
は
３０
人
近
く
に

な
り
ま
す
。

愛
知
県
内
に
消
防
職
員
の
自

主
組
織
が
あ
る
こ
と
を
知
り

「
仕
事
の
あ
り
方
や
労
働
条
件

は
黙
っ
て
い
て
は
良
く
な
ら
な

い
」「
声
を
あ
げ
て
い
る
仲
間

は
あ
ち
こ
ち
に
い
る
」
と
勇
気

づ
け
ら
れ
、
準
備
会
を
２
回
開

催
し
、
６
月
９
日
に
自
主
組
織

「
明
日
の
稲
消
を
考
え
る
会
」

（
略
称
�
稲
消
の
会
）
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
場
で
、
会

則
や
会
費
、
代
表
者
（
役
員
）

や
全
国
Ｆ
Ｆ
Ｎ
へ
の
加
入
な
ど

を
確
認
し
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

「
稲
消
の
会
」
代
表
の
水
谷

彰
孝
さ
ん
は
、「
会
の
活
動
は

市
民
生
活
を
守
る
消
防
職
員
全

員
の
た
め
に
」
愛
知
や
全
国
の

消
防
仲
間
と
交
流
し
、
声
を
あ

げ
よ
う
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

稲
沢
市
消
防
職
員
が

自
主
組
織
を
結
成

勉強会に２日間で４０人が参加

６
月
２３
日
か
ら
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
世
界
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
ま
し
た
。

�
今
、
憲
法
九
条
を
変
え
る

動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
世
界
的
な
問
題
で
あ
る

こ
と
、
�
ア
メ
リ
カ
の
害
悪
が

世
界
中
で
広
が
り
、
米
軍
基
地

が
駐
留
し
て
い
る
国
々
で
基
地

撤
去
の
運
動
が
進
め
ら
れ
、
�

被
爆
の
実
相
を
風
化
さ
せ
ず
に

広
げ
る
こ
と
が
一
層
重
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
、実
感
し
ま
し
た
。

「
日
本
国
憲
法
の
危
機
」
と

日
系
人
の
Ｕ
Ｂ
Ｃ
大
学
講
師
の

乗
松
さ
ん
ら
が
一
年
前
に
�
バ

ン
ク
ー
バ
ー
九
条
の
会
�
を
結

成
。
乗
松
さ
ん
は
「
バ
ン
ク
ー

バ
ー
は
世
界
中
か
ら
人
が
集

ま
っ
て
い
る
。
全
世
界
の
人
た

ち
と
仲
良
く
や
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
武
器
も
戦
争
も
い
ら
な

い
。
憲
法
九
条
が
あ
る
か
ら
日

本
が
信
頼
さ
れ
て
い
る
」
と
発

言
。「
外
か
ら
見
て
い
て
、
日

本
が
異
常
な
ほ
ど
危
険
な
方
向

に
向
か
っ
て
い
る
の
に
、
あ
ま

り
に
も
反
応
が
に
ぶ
い
」
と
、

エ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
九
条
の
会
」

の
方
の
話
は
、
ま
す
ま
す
頑
張

ら
な
け
れ
ば
！
と
勇
気
・
元
気

の
出
る
話
で
し
た
。
世
界
大
会

を
成
功
さ
せ
、核
兵
器
廃
絶
に
、

そ
し
て
憲
法
九
条
守
る
運
動
を

大
き
く
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

核兵器廃絶と
憲法守れを世界に

バンクーバー
世界平和フォーラム

県本部・長坂 圭造国際色豊かにバンクーバーの街を
１５０００人がピースウォーク

ままだだ間間にに合合いいまますす��
第第４４８８回回自自治治体体学学校校 iinn 名名古古屋屋
７７月月２２８８日日��～～３３００日日����

つつるるままいいププララザザ・・国国際際会会議議場場

��

官官
民民
比比
較較
方方
法法
見見
直直
しし
反反
対対
署署
名名
広広
げげ
てて

田田原原市
民民有有志

のの会

１１カカ月月
半でで１１５５

００００筆筆

超超ええるる
署名名
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第
１３
回
自
治
労
連
全
国
囲
碁

将
棋
大
会
が
７
月
７
日
（
金
）

〜
８
日
（
土
）、
神
奈
川
県
湯

河
原
町
の
囲
碁
将
棋
専
門
施
設

「
杉
の
宿
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
囲
碁
の
部
で
は
、
強
豪
岡

山
を
破
り
、
全
国
大
会
に
初
出

場
し
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
（
山
口

県
チ
ー
ム
）
を
含
め
１６
地
方
組

織
、
２５
単
組
か
ら
合
わ
せ
て
６０

人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
人
で
１
チ
ー
ム
の
団
体
戦
４

試
合
、
囲
碁
・
将

棋
各
１０
チ
ー
ム
で

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

初
日
、
二
日
目

の
最
終
対
局
ま
で

も
つ
れ
る
対
戦
の

中
で
囲
碁
は
、
東

海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
の
愛
知
が
善

戦
し
４
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

将
棋
は
、
関
東
甲
越
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
の
千
葉
・
八
千
代
市
職
労

チ
ー
ム
が
３
回
戦
で
１
つ
の
取

り
こ
ぼ
し
も
な
く
勝
つ
一
方
、

愛
知
チ
ー
ム
も
、
２
勝
１
敗
で

健
闘
。
１
日
目
を
終
了
し
て
、

ト
ッ
プ
に
出
た
も
の
の
２
日
目

の
頂
上
決
戦
で
、
八
千
代
市
職

労
チ
ー
ム
に
敗
れ
、
惜
し
く
も

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
回
の
結
果
に
は
大
い
に

満
足
し
て
い
る
愛
知
チ
ー
ム
で

し
た
。

暑
い
夏
は
睡
眠
不
足
に
な

り
が
ち
。
１０
〜
１５
分
の
昼
寝

を
す
る
と
す
っ
き
り
し
ま

す
。
ぜ
ひ
昼
寝
タ
イ
ム
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。
冷
た
い
も

の
の
取
り
す
ぎ
に
も
要
注
意

で
す
。
冷
え
た
飲
み
物
や
食

べ
物
を
取
り
す
ぎ
る
と
抵
抗

力
が
失
わ
れ
、
夏
風
邪
を
引

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
て
、
最

近
は
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
を

見
な
が
ら
の

仕
事
が
多
く

な
っ
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ

ン
に
集
中
し
て
い
る
と
、
気

づ
か
な
い
う
ち
に
目
が
疲

れ
、
肩
が
こ
っ
て
き
ま
す
。

血
液
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な

い
た
め
で
す
が
、そ
の
結
果
、

眼
精
疲
労
や
視
力
の
衰
え
、

肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど
を
訴
え

る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。パ

ソ
コ
ン
を
使
う
人
は
３０

分
仕
事
し
た
ら
、
外
を
見
た

り
全
身
ス
ト
レ
ッ
チ
し
た
り

す
る
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。目

の
疲
れ
が
原
因
と
思
わ

れ
る
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど
が

あ
る
と
き
は
、
耳
の
付
け
根

の
上
端
に
あ
る「
和
り
ょ
う
」

と
、
耳
た
ぶ
の
後
ろ
に
あ
る

「
風
池
（
ふ
う
ち
）」
を
刺

激
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
和
り
ょ
う
」
は
目
に
関

係
す
る
経
絡
に
あ
り
、「
風

池
」
は
肩
こ
り
を
改
善
す
る

ツ
ボ
で
す
。
肩
こ
り
を
改
善

し
て
、
目
の
疲
れ
も
取
り
除

く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
た

ま
ご
が
先
か
、
ニ
ワ
ト
リ
が

先
か
と
い
う
関
係
で
す
が
、

眼
精
疲
労
や
肩
こ
り
、
頭
痛

で
つ
ら
く
、
不
快
な
思
い
を

し
な
い
た
め
に
は
、
ツ
ボ
を

し
っ
か
り
覚
え
て
実
行
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

ツボの話

目
の
疲
れ
に
効
果

初の全国２位と大健闘した将棋チームのみなさん

囲碁チーム・愛知も４位入賞に

７
月
１５
日
、
陽
光
館
ス
ポ
ー

ツ
ヒ
ル
ズ
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
の

第
２８
回
自
治
労
連
愛
知
野
球
大

会
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
る
中
で

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
前
年
と
同
じ
７
チ
ー
ム
の

た
た
か
い
と
な
り
、
各
チ
ー
ム

と
も
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
得

点
を
重
ね
る
打
撃
戦
と
な
る
試

合
展
開
に
。

決
勝
戦
は
、
昨
年
同
様
好
投

手
と
強
力
打
線
を
擁
す
る
豊
橋

市
役
所
チ
ー
ム
と
同
じ
く
好
投

手
を
擁
立
し
俊
足
好
打
の
名
古

屋
市
役
所
チ
ー
ム
が
進
出
し
ま

し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
２
回
表

に
大
量
５
点
を
と
っ
た
名
古
屋

が
、
５
回
表
に
貴
重
な
追
加
点

で
中
盤
ま
で
有
利
に
試
合
を
展

開
。
し
か
し
、
豊
橋
も
食
い
下

が
り
５
回
裏
に
４
番
打
者
の
ス

リ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び

出
し
て
６
対
５
と
１
点
差
ま
で

詰
め
寄
り
ま
し
た
。

最
終
回
の
名
古
屋
の
攻
撃
を

３
人
で
押
さ
え
た
豊
橋
が
、
最

終
回
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
か

し
て
同
点
、
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
の

劇
的
な
幕
切
れ
で
優
勝
を
納
め

ま
し
た
。
一
日
３
試
合
の
連
戦

を
驚
異
的
な
ま
で
の
粘
り
と

チ
ャ
ン
ス
に
得
点
で
き
る
強
力

打
線
、
さ
ら
に
厚
い
選
手
層
の

充
実
で
勝
ち
抜
き
ま
し
た
。

９
２
１
号
の
答
え
は
「
ミ
ン

ジ
サ
イ
バ
ン
」
で
し
た
。
１９
人

の
応
募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解

で
し
た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。

鶴
田

澄
子（
名
古
屋
市
職
労
）

安
藤

良
幸（
名
古
屋
市
職
労
）

仲
山

辰
弘（
名
古
屋
市
職
労
）

村
田

昌
彦（
豊
橋
市
職
労
）

山
本

淳
哉（
知
立
市
職
労
）

黒
田

博
子（
蒲

郡

市

職
）

小
泉

拓
馬（
豊
橋
市
職
労
）

八
木

里
美（
瀬
戸
市
職
労
）

内
島

真
澄（
春
日
井
市
職
労
）

石
森

清（
名

水

労
）

◆
職
場
の
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
れ

ば
寒
い
。
入
れ
な
け
れ
ば
む
し

暑
い
。
２８
℃
に
調
整
で
き
な
い

空
調
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い

（
安
藤
富
久
・
小
坂
井
町
職

労
）◆
土
日
勤
務
職
場
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
学
習
会
な
ど
参
加

で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

新
聞
だ
け
は
目
を
通
し
て
い
ま

す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

ヒ
ン
ト
が
な
い
の
で
真
剣
に
考

え
ま
し
た
（
真
田
た
か
子
・
蒲

郡
市
職
）

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

優勝した豊橋市役所チーム

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
８
月
３１
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

名
古
屋
市
職
労
（
７
月
１３
日
）

執
行
委
員
長

大
橋

宗
明

副
執
行
委
員
長

三
輪

三

〃

岡
田

康
子

書

記

長

中
川

悟

書

記

次

長

橋
本

光
義

会

計

奥
村

敏
男

春
日
井
市
職
労
（
７
月
２０
日
）

執
行
委
員
長

望
月

敦

副
執
行
委
員
長

上
野

律
子

〃

樋
口

正
己

書

記

長

黒
田

重
喜

財

政

部

長

安
達

章
子

��������

����������		


����

��������
��������		����

����������������
  !!""##$$%%&&
第第２２８８回自治労連
愛愛知知野野球大大会

鍼
灸
師

伊
藤
直
子

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


